
 春の星座 おおぐま座・こぐま座 

■特 徴 

・おおぐま座
ざ

には有名
ゆうめい

な北斗
ほ く と

七星
しちせい

があるよ。 

・こぐま座には、１年中
ねんじゅう

北
きた

の空
そら

でいつも同
おな

じ場所
ば し ょ

に見
み

える２等
とう

星
せい

「北極
ほっきょく

星
せい

」

があるよ。北の方角
ほうがく

を教
おし

えてくれるとても大切
たいせつ

な星
ほし

だよ。 

 ※北極星は、約
やく

26000年
ねん

周期
しゅうき

でかわるんだ。今
いま

はこぐま座のポラリスだけど、

今から約 12000年後
ご

はこと座のベガにかわるよ。 

■見つけ方 

おおぐま座
ざ

の胴体
どうたい

としっぽの部分
ぶ ぶ ん

である北斗
ほ く と

七星
しちせい

をみつけよう。北斗七

星のひしゃくの先
さき

にある２つの星
ほし

をむすび、２つの星の間
あいだ

の長
なが

さを５

つ分
ぶん

のばしたところにある星が北極
ほっきょく

星
せい

だよ。北極星を柄
え

の先にした小
ちい

さなひしゃく形
がた

の星の並
なら

びがこぐま座なんだ。 

おおぐま座・こぐま座のおはなし（ギリシャ神話） 

この神話
し ん わ

は、カリストとその子
こ

どもアルカスという親子
お や こ

の物語
ものがたり

です。 

カリストは、月
つき

と狩
か

りの女神
め が み

アルテミスにつかえる美
うつく

しいようせい

でした。あるとき、大神
おおがみ

ゼウスの愛
あい

をうけてしまったカリストは、みん

なから好
す

かれるとてもかわいい男
おとこ

の子アルカスを生
う

みました。 

しかし、このことが女神アルテミスの怒
いか

りにふれ、カリストにのろい

の言葉
こ と ば

をあびせました。すると、泣
な

いてゆるしをこうカリストのからだ

はみるみるうちに大
おお

きなくまの 姿
すがた

に変
か

わってしまい、アルテミスの

猟犬
りょうけん

に追
お

われて森
もり

の奥
おく

へ逃
に

げ込
こ

むことになりました。 

悲
かな

しいことに子どものアルカスは自分
じ ぶ ん

の母
はは

がくまにされたことを知
し

らないまま、やがて、りっぱな狩人
かりうど

に成長
せいちょう

しました。 

ある日
ひ

、アルカスが森で狩りをしていると、大きなくまと出会
で あ

いまし

た。その大きなくまは、母であるカリストだったのです。カリストはな

つかしさのあまり、うれしくてかけよりますが、なにも知らないアルカ

スは自分におそいかかったようにしか思
おも

えず、弓
ゆみ

で射
い

ようとしました。 

このようすを天
てん

で見
み

ていた大神ゼウスは大あわてでアルカスもこぐ

まの姿に変えると、天にほうりあげ、この親子をおおぐま座
ざ

とこぐま座

にしたといわれています。 

くまのわりにしっぽが長
なが

いのは、ゼウスが天へあげるときしっぽをつ

かんで投
な

げたため、しっぽがのびてしまったそうです。 
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